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本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

松
倉
川
の
ダ
ム
計
画
は
本
当

に
必
要
な
の
か
、
市

民
の
反
応
や
、
現
在
ま
で
函
館
市
と
道

(函
館
土
現
)

が
示
し
た

「
必
要
性
の
根
拠
」
か
ら
幾

つ
か
の
論
点

を
あ
げ
た
。

必
要
性
の
根
拠
は
、
自
然
河
川
の
貴
重
さ
を
破
壊

し
て
ま
で
の
根
拠
と
し
て
は
極
め
て
薄
弱

で
あ
る
。

松
倉
ダ
ム
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
N
C
92
号

(北
海
道

自
然
保
護
協
会
会
報
)

で
そ
の
建
設
計
画
の
概
要
、
及
び

ダ
ム
建
設
の
目
的
や
計
画
に
問
題
あ
り
と
す
る
市
民
や
諸

団
体

の
動
向
な
ど
を
紹
介
し
た
。

ダ
ム
建
設
計
画
が
持
ち
上
が

っ
て
ほ
ぼ
三
年
、
ダ
ム
建

設
に
対
す
る
慎
重
審
議
を
求
め
る
人
々
は
市
民
団
体

「松

倉
川
を
考
え
る
会
」
(以
下

「考
え
る
会
」

と
略
)
を
結

成
し
、
建
設
側
の
市
や
道
の
関
係
機
関
と
折
衡
を
重
ね
て

い
る
が
、
い
ま
だ
建
設
に
固
執
す
る
回
答
し
か
得
ら
れ
て

い
な
い
実
情
に
あ
る
。

こ
こ
で
、
そ
の
後
の

「
考
え
る
会
」

の
活
動
と
市
民
反

応
、
ま
た
建
設
側
の
示
す
ダ
ム
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
を
兼
ね
て
お
知
ら
せ
し
た
い
。

一
、
ダ
ム
計
画
の
内
容

松
倉
ダ
ム
建
設
事
業
は

一
九
九
三

(平
成
五
)
年
度
の

北
海
道
開
発
予
算
に
組
込
ま
れ
た
。

道
の
補
助
事
業

で
あ
り
、
事
業
費
の
概
算
三
百
十
億
円
、

そ
の
内
水
道
事
業
者
で
あ
る
函
館
市
の
負
担
額
は
八
十
二

億
五
千
万
円
、
工
期
は
、
当
初
計
画
で
調
査
期
間
が

一
九

九
五

(平
成
七
)
年
度
ま
で
、
着
工
は

一
九
九
六

(平
成

八
)
年
度

で
あ

っ
た
が
、

そ
の
後

に
着
工
が

一
九
九
九

(平
成
十

一
)
年
度
に
延
期
さ
れ
、

現
在
は
計
画
調
査
期

問
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
函
館
市
東
部
を
流
れ
る
松
倉
川

に
、
「
松

倉
川
沿
川
地
域
の
水
害
防
除
」
と

「水
道
用
水
の
確
保
」

を
目
的
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
治
水
と
利
水
を
図
る
、
多
目

的
ダ
ム
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
、
市
民
の
反
応
と

「考
え
る
会
」

の
活
動

松
倉
川
は
全
長
約
二
五
㎞
の
小
規
模
な
河
川
で
あ
る
が
、

函
館
市
を
流
れ
る
河
川
の
な
か
で
、
唯

一
ダ
ム
の
な
い
河

川
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
や
流
域
に
み
る
ご
く
自
然
な
姿
、

流
れ
る
水
と
繋
が
り
を
も

っ
て
生
活
す
る
多
様
な
動
植
物

の
様
相
な
ど
、
人
間
が

「開
発
」
と
い
う
錦
の
御
旗
の
も

と
に
、
各
地

の
河
川
か
ら
奪

っ
て
き
た

「貴
重
な
も
の
」

が
、
い
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
河
川

で
あ
る
。

こ
の
ダ
ム
計
画
の
出
現
で
、
松
倉
川
を
知
る
人
々
や
、

各
地
河
川
の
ダ
ム
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
人
々
の
間
か
ら
、

「本
当
に
必
要
か
?
」
、
「
公
共
事
業
投
資
受
入
れ
の
単
な

る
対
象

で
は
?
」
、
「現
世
相
に
逆
ら
う
時
代
錯
誤
的
な
開

発
行
為

で
は
!
」
な
ど
、
建
設
目
的

へ
の
疑
義
や
厳
し
い

批
判
の
声
が
大
き
く
あ
が

っ
た
。

「考
え
る
会
」
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景

に
、
「
松

倉
川
の
今
あ
る
自
然
は
市
民
の
貴
重
な
財
産
」
と
訴
え
、

当
面
は
こ
の
ダ
ム
問
題
を
課
題
と
し

つ
つ
、
函
館
地
域
の

諸
河
川
の
環
境
管
理
に
、
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
各
層
の
市
民
や
市
民
団
体
の
参
集
を
得
て

誕
生
し
た
。

「考
え
る
会
」
で
は
、
「ダ
ム
の
必
要
性
に

つ
い
て
納

得
で
き
る
説
明
」
と

「
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水

・
利
水

の

解
決
策
の
検
討
」
を
求
め
て
、
関
係
機
関
と
の
折
衡
を
重

ね
る

一
方
、
現
代
に
お
け
る
自
然
河
川
の
価
値
や
松
倉
川

の
も

つ
豊
か
な
自
然
、
ま
た
河
川
で
の
ダ
ム
建
設
に
よ
る

負
荷
、
な
ど
を
広
く
市
民
に
対
し
て
呼
び
か
け
る
諸
催
を
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精
力
的

に
行

っ
て
き
た
。

現
地
観
察
会
、
関
係
研
究
者
の
講
演
会
、
松
倉
川
自
然

写
真
展
、
行
政
側
も
参
加
の
松
倉
ダ
ム

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

な
ど
多
彩
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
期
間
中
、
幸
い
に
も
ダ
ム

問
題
が

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
幾
度
か
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

も
あ

っ
て
、
「考
え
る
会
」

の
催
事
に
は
多
く

の
市
民
の

参
加
が
あ
り
、
ま
た
回
を
重
ね
る
度
に
、
ダ
ム
建
設
に
疑

義
を
も

つ
人
々
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
身
近
に
あ
る
河
川
と
そ
れ
が
持

つ
自
然
を
あ

ら
た
め
て
み

つ
あ
る
こ
と
で
、
「
自
然

・
河
川
環
境

・
ダ

ム
」
の
問
題
を
自
分
た
ち
自
身
に
係
わ
る
問
題
と
し
受
け

と
め
る
意
識
が
、
広
く
人
々
の
間
に
浸
透
し
て
き
た
結
果

で
あ
り
、
手
応
え
の
あ
る
成
果
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
真
に
必
要
か
?

(必
要
性
へ
の
疑
問
)

と
こ
ろ
で
本
当
に
ダ
ム
は
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
、
函
館

市
が
折
衡
の
過
程

で
示
し
た
、
ダ
ム
を
必
要
と
す
る
資
料

の
中
か
ら
、
幾

つ
か
の
問
題
点
を
取
り
上
げ

て
み
る
。

①

治
水

(水
害
防
除
)

に
つ
い
て

市
は
水
害
資
料
と
し
て
、
過
去
約
三
十
年
間

の
松
倉
川

水
系

(松
倉
川
と
そ
れ
に
流
入
す
る
幾

つ
か
の
支
流
)

で

の
洪
水
被
害
と
降
雨
実
績
を
提
示
し
て
い
る
。

(別
表
1
)

そ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
四
十
年
以
降
の
松
倉
川
水
系
で

の
水
害
被
害
は
九
回
、
そ
の
う
ち
、
松
倉
川
本
流
で
の
被

害
は

一
回
、
昭
和
五
六
年
夏

の
台
風
十
五
号
と
豪
雨
の
際

の
、
浸
水
面
積
三
六
㎞
、
家
屋
被
害
は
床
上
浸
水
と
半
壊

が
各

一
、
で
あ
り
、
他
の
殆
ど
は
松
倉
川
下
流
部
に
入
る

支
流
域

(市
街
地
を
流
れ
る
)

の
被
害
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
支
川
は
、
い
ず
れ
も
住
居
域
優
先
の
都
市
計
画

に
よ

っ
て
排
水
溝
化
し
、
降
雨
の
有
無
で
水
位

や
流
量
の

差
が
大
き
く
、
河
川
と
し
て
の
流
水
調
整
機
能
が
極
度
に

低
下
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、

こ
の
支
川
域

の
災
害
は
各
支
川

へ
の
適

切
な
防
災
対
策
を
施
す
こ
と
に
よ

っ
て
解
決
す
べ
き

(
で

き
る
)
こ
と
で
あ
り
、
本
流

へ
の
ダ
ム
設
置

で
即
解
決
と

は
な
り
得
な
い
問
題

で
あ
る
。

ま
た
、
支
川
域
の
水
害
防
除
策
と
し
て
、
松
倉
河
口
付

近
の
河
道
拡
幅
も
考
え
ら
れ
る
が
、
市
で
は

「不
可
能
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
支
川

へ
の
対
策
や
河
口
河
道
拡

幅
に
は
、
共
に
地
権
な
ど
の
問
題
を
含
む
こ
と
か
ら
、
容

易
で
な
い
面
も
あ
ろ
う
が
、
市
の

「
や
る
気
」
如
何
の
問

題
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
昭
和
五
六
年
の
松
倉
本
川
の
災
害
に
つ
い
て
は
、

そ
の
反
省
に
た

っ
て
、
災
害
の
位
置
や
状
況
な
ど
を
分
析

し
、
ダ
ム
以
外

の
防
災
対
策
は
な
か

っ
た
の
か

(な
い
の

か
)、
さ
ら
に
各
支
流
の
個
々
へ
の
対
策
が
適
切

に
行
わ

れ
て
い
た
と
し
た
ら

(
行

っ
た
ら
)

ど
う
だ

っ
た
の
か

(ど
う
な
の
か
)、
な
ど
に
つ
い
て
の
資
料
や
説
明
は
現
在

の
と
こ
ろ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

函
館
市
は
、
最
近
の
災
害
対
策
事
業
で
計
画
者
が
よ
く

使
う
、
「百
年
に

一
度
の
災
害
に
備
え
て
」

の
言

で
、

こ

の
ダ
ム
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

し
か
し
、
ダ
ム
建
設
予
定
地
は
、
河
川
長
二
五
㎞
の
松

倉
川
の
河
口
か
ら
約
十
五
㎞
上
流
の
渓
谷
地
で
あ
り
、
松

倉
川
に
集
水
す
る
水
量
は
、
ダ
ム
予
定
地
よ
り
下
流
の
平

野
部
か
ら
の
も
の
が
量
的
に
多
い
は
ず
で
あ
る
。
百
年
に

一
度
の
豪
雨
に
対
し
、
果
た
し
て
こ
の
ダ
ム
で
対
応
で
き

る
の
か
、
こ
れ
は
全
流
域
に
亘
る
集
水
状
況
の
調
査

・
分

析
の
結
果
と
し
て
具
体
的
に
検
討
す

べ
き
事

で
あ
る
。

こ
れ
ら
い
ず
れ
を
と

っ
て
も
、
松
倉
河
川
域
の
水
害
防

除
で
、
「ダ
ム
対
策
し
か
な
い
」
と
す
る
根
拠
と
し

て
は

薄
弱
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
取
る
べ
き
対
策
の
不
十
分
さ

を
示
す
も
の
、
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

②

利
水

(水
道
用
水
確
保
)
に
つ
い
て

事
業
計
画
で
は
、
ダ
ム
に
よ
る

「水
道
用
水
確
保
」
に

関
し
て
、
函
館
市
の
将
来
に
向
け
た
計
画
給
水
人
口
を
三

二
万
と
し
て
、

一
日
あ
た
り
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
取
水

増
を
可
能
に
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
函
館
市
は
、
昭
和
五
七
年
か
ら
平
成
四

年
ま
で
の
人
口
と
給
水
量
の
資
料
を
提
示
し
、
現
在
は
給

水
量
に
余
裕
は
あ
る
が
、
昭
和
五
七
年
以
降

一
日
平
均
給

水
量
が
毎
年
千
立
方
メ
ー
ト
ル
つ

つ
の
増
加
が
み
ら
れ
、

ま
た

一
人
当
た
り
の

一
日
給
水
量
の
増
加
も
あ
り
、
近
い

将
来
の
給
水
量
不
足
に
備
え
、
ダ
ム
に
よ
る
取
水
確
保
を

図
る
と
説
明
し
て
い
る
。
(別
表
2
)

し
か
し
、
市
の
示
す
こ
の
給
水
資
料
か
ら
み
る
限
り
、

一
日
平
均
給
水
量
の
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
増
加
傾
向
は
平

成
二
年
ま
で
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
は
人
口
の
減
少
も
あ

っ

て
か
横
ば

い
で
あ
り
、

一
人
あ
た
り
の

一
日
給
水
量
の
増

加
も
昭
和
六
三
年
ま
で
で
、
そ
の
後
は
増
加
の
傾
向
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。
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少
し
椰
楡
的
言
に
な
る
が
、
仮
に
ダ
ム
建
設
を
し
た
と

し
て
も
、
市
が
示
す

一
日
平
均
給
水
量
の
千
立
方
メ
ー
ト

ル
増
加
の
傾
向
が
将
来
に
継
続
し
た
と
す
る
と
、
単
純
計

算

で
人
口
増
加
を
無
視
し
て
も
、
ダ
ム
完
成
後
二
十
数
年

で
、
夏
季
高
温
時
の

一
日
最
大
給
水
量
に
対
す
る
給
水
量

不
足
と
な
り
、
新
た
な
対
策
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

当
然
な
が
ら
、

一
日
平
均
給
水
量
の
増
加
が
、
均

一
に
い

つ
ま
で
も
続
く
と
は
誰
も
予
測
で
き
ぬ
こ
と
だ
が
、
ダ
ム

の
み
に
頼
る
給
水
確
保
は
、
地
域
の
進
展
な
ど
に
伴
う
給

水
量
の
増
加
等
で
、
ダ
ム
新
設
数
十
年
後
に
は
ま
た
新
た

な
ダ
ム
を
求
め
る
、
と
い
う
轍
を
踏
ん
で
い
る
事
実
は
各

地
に
み
ら
れ
、
函
館
市
も
過
去
に
類
し
た
経
験
を
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
函
館
市
は
各
家
庭
の
水
洗
化
を
促
進
さ
せ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
給
水
量
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
と

言
う
。
確
か
に
現
在
の
人
間
の
生
活
様
式
の
変
化

で
、
水

使
用
に
つ
い
て
反
省
す
べ
き
こ
と
も
多
い
が
、

一
人

の
水

使
用
量
が
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
を
考
え
る
際

に
は
、
「
水
資
源

に
は
限
り

が
あ
る
」

こ
と
の
認
識

に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
す
れ
ば
、
い
ま
ま
だ
給
水
量
に
余
裕
が
あ
る
う
ち
に
、

ま
た
こ
こ
近
年
、
函
館
の
人
口
が
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と

も
踏
ま
え
、
既
設
施
設
の
も
と
で
将
来

の
給
水
増
を
図
る

対
策
を
練
る

一
方
、
併
せ
て
徹
底
し
た
節
水
対
策
と
有
効

な
水
利
用
、
例
え
ば
全
て
に

「上
水
」
の
使
用

で
は
な
く
、

再
利
用
水

(中
水
)
や
雨
水
の
活
用
を
図
る
な
ど
の
、
斬

新
プ
ラ
ン
に
前
向
き
に
取
組
む

こ
と
も
、
行
政

の
望
ま
し

い
姿
勢
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
将
来
に
向
け
た
必
要
給
水
量
の
算
出
に
は
、

よ
り
綿
密
な
人
口
動
態
と
給
水
量
変
動
の
把
握
と
そ
の
分

析
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
提
示
の
資
料
内
容

で
は
納
得
が

い
か
な
い
。

総
じ
て
、
「希
少
価
値

の
松
倉
川
の
自
然
」
を
犠
牲

に

し
て
ま
で
の

「ダ
ム
の
必
要
性
」
が
み
え
な
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

現
在
、
「考
え
る
会
」

で
は
、
函
館
市
と
函
館
土
現

に

対
し
、
「
ダ
ム
建
設
以
外
の
方
法
は
検
討
し
て
い
る
か
」
、

「
過
去
の
洪
水
の
被
害
規
模

の
詳
細
」
、
「
ダ

ム
建
設
に
伴

う
水
道
料
金
」、
「
市
の
負
担
す
る
八
十
二
億
五
千
万
円
の

財
源
」、
な
ど
に
つ
い
て
の
懇
談
会
開
催
を
申
入
れ
て
い

る
。
市
の
負
担
金
の
問
題
は
、
市
の
支
出
と
し
て
全
市
民

の
家
庭
経
済
に
か
か
わ
る
だ
け
に
、
六
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
も
主
婦
の
発
言
が
厳
し
か

っ
た
。
市
は

「今
後

の
検
討

課
題
」
の
答
弁
で
終
え
た
が
、
今
は
具
体
案
を
示
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期

で
あ
り
、
「
ダ
ム
の
必
要
性
」
と
と

も
に
、
市
の
真
摯
な
返
答
が
必
要
で
あ
る
。

先
日
、
T
V
の
ニ
ュ
ー
ス
で
現
在
計
画
調
査
期
間
中

の

ダ
ム
建
設
の
中
止
を
報
じ
て
い
た
。
本
州
で
の
多
目
的
ダ

ム
四
箇
所
、
理
由
は

「給
水
量
の
変
化

(予
定
必
要
量
の

減
少
)
」
と

「治
水
の
別
手
段
対
策
」
で
あ
る
。

公
共
事
業
投
資
の
あ
り
方

の
大
き
な
時
代
変
革

の

一
つ

と
私

に
は
解
さ
れ
た
。

こ
の
例
と
は
実
情
に
異
り
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
松
倉
ダ

ム
問
題
も
、
手
に
し
た
公
共
投
資
を
玉
条
と
せ
ず
、

「自

然

の
価
値
」
を
根
底
に
お
い
て
、
そ
の

「必
要
性
」
の
審

議
を
尽
す

べ
き
問
題
で
あ
る
。

別
表

1
、
2

「松
倉
川
を
考
え
る
会
」

の
第
2
回
要
望
書

へ
の
回
答

で
、
函
館
市
が

「洪
水
被
害
」
と

「給
水
量
」
の
実
情
説

明
に
提
示
し
た
資
料
。
(
一
九
九
四
、
八
、
十
八

市
長

名
で
回
答
)
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1.松 倉川水系の最近の洪水被害 と降雨実績

洪 水 発 生 水害統計による 水害統計による公共 被 害 家 屋 棟 数(棟) 水 害統計 による一

年 月 日
雨量実績(北 海道の大雨資料) 異 常 気 象 名 土木被害額(千 円) 浸 水 面 積(ha) 床 下 浸 水 床 ヒ 浸 水 般資産被害額(千円)

鮫 川1 5,458 鮫 川 96.0 鮫 川 382 鮫 川 158 鮫 川 41,ll6
昭和40年 最大 時間雨量35mmS40.9.4 S40,9.4-7

湯 の 川 4,649 湯 の 川 156.0 湯 の 川 96 湯 の 川 534 湯 の 川 115,064
9月3～5日 総 雨 量149mmS40.9.3-5 9月豪雨

松倉川水系合1十 10,107 松倉川水系合計252.0 松倉川水系合計478 松倉川水系合計692 松倉川水系合計156,180

昭和42年 最 大時間雨量26mmS42.8.10 S42.8,8-9 深 堀 川 10.0 深 堀 川 30 深 堀 川 2 深 堀 川 2,153

8月10～1旧 総 雨 量122mmS42.8.10-11 8月豪雨

松 倉 川 27,048 湯 の 川 30.0 湯 の 川 9,990

昭和43年 最大時間雨量13mmS43.8.21 S43,8.21-22 鮫 川 318 鮫 川 150.0 鮫 川 33 鮫 川 44,786

8月20～22日 総 雨 量138m皿S43.8.20-22 集中豪雨 陣 川 2,・661松創 水系合1+ 180.0 松倉川水系合計 54,776

松創 水系合計 29,432}

松 倉 川 1,718 寺 の 沢 川 0ユ 寺の 沢 川 2 寺 の 沢 川 201

鮫 川 1,801 深 堀 川 1.0深 堀 川 30 深 堀 川 3,019

昭和47年 最大時間雨量42mmS47.8.3 S47.7.31-8.3 寺 の 沢 川 2,332

8月2～3日 総 雨 量97m皿S47.8.2-31
1 豪雨 と雷雨

湯 の 川 3,136
1

E 陣 川 8,977

松創 水系合計 17,964 松創 水系合計 1.1 松倉川水系合計 32 松倉川水系合計 3,220

松 倉 川 9,017

鮫 川 7906

昭和48年 最大時間雨量47mmS48.9.1 S48.8,27-9.7 寺 の 沢 川 10,175 1

9月1日 総 雨 量101mmS48.9。1 豪 雨 七五郎沢川 8,278

陣 川 10,460

松創 水系合計 36,819

松 倉 川 286,976 松 倉 川 36.0 松 倉 川 1 松 倉 川 4,119

鮫 川 3,199 半 壊 1
S56.8.21-23

昭和58年

8月21～23日

最 大 時 間 雨量12.5mmS56.8.23

総 雨 量134.5mmS56.8.21-23
豪 雨 と

台風15号

湯 の 川

上 鱒 川

寺 の沢 川

31,539

2,128

1,343

松倉川水系合計325,185

松 倉 川 55,379 鮫 川 170.0 鮫 川 66 鮫 川 11 鮫 川 21,906
S56.8.26-9,4

昭和56年

9月3～4日

最 大 時 間 雨 量15mmS56.9.4

総 雨 量131m皿S56.9.3-4
豪 雨 ・落雷と

台風18号

湯 の 川

湯 の 沢 川

松倉川水系合1十

12,000

16,158

83,537

松 倉 川 143,062 鮫 川 10.3 鮫 川 108 鮫 川 65 鮫 川 77,849

鮫 川 6,424

S58,8.23-9.13 上 鱒 川 4,173
昭和58年 最大時間雨量37mmS58.9.3

豪雨 ・風浪 陣 川 4,636
9月3～4日 総 雨 量126mmS58.9.3-4 と 落 雷 湯 の 川 5β84

湯 の 沢 川 3,251

松倉川水系合計 166,930

S61.9.2-9.13 湯 の 川 2,848 鮫 月 0.45 鮫 川 5 鮫 川 4,366
昭和61年 最大時間雨量22mmS61.9.3

台風15号 及び豪雨 湯 の 沢 川 3,257
9月3～4日 総:雨 量140mmS61.9.3-4 ・風浪 ・落雷雨 松創 水系合計 6,105

2.人 口お よび給水量
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ゆ温気高撮数媚日夏真
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